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承認印 
植物育成支援システム 

～害虫対策機能の開発～ 

 

１．研究目的 

 植物を育てたいと思う人は意外と多い。しかし、 

植物を育て始める際には、水やり忘れや害虫対応な 

どの不安がある。また、道具を揃えるのに手間がか 

かるため、踏み出せない人が多い。そこで、これら 

の不安や手間を解消し、植物を育て始めることを支 

援するシステムを開発したいと考えた。 

 

２．システム概要 

本システムは、植物の育成を支援するシステムで 

ある。そのシステム概要を図１に示す。このシステ 

ムのうち、筆者は害虫対策機能を開発した。そこで 

は、以下の２つの機能をもたせた。 

（１）害虫抽出機能 

 育成したい植物を選択すると、その植物につきや 

すい害虫を表示する機能である。その害虫抽出結果 

画面を図２に示す。害虫の名前だけでなく、画像を 

表示することでわかりやすくした。また、名前のボ 

タンをクリックすることで害虫詳細画面に飛べるよ 

う工夫した。害虫詳細画面を図３に示す。さらに、 

害虫に関する履歴を書きとめられるよう工夫した。 

（２）薬剤抽出機能 

 害虫詳細画面の害虫の写真ボタンをクリックする 

と、その害虫に効く薬剤を表示する機能である。そ 

の薬剤抽出結果画面を図４に示す。さらに、薬剤の 

リンクラベルを押すと、そのまま購入サイトに進む 

ことができるよう工夫した。 

 

３．実現方法 

住友化学園芸の Web サイトと NHK の Web サイ 

トから害虫と植物の情報を入力し、害虫情報ファイ 

ルを作成した。入力された植物名を害虫情報ファイ 

ル上の植物名と比較し、一致した場合、その害虫の 

写真と名前をコントロール配列に追加して表示した。 

 

４．研究成果 

（１）害虫抽出機能により、入力された植物の害虫 

の情報を簡単に閲覧できるようになった。 

（２）害虫に対する履歴を残すことにより、これま 

でのユーザの対処法などが確認できるようになった。 

 

５．残された課題 

（１）静止画ではどの害虫か判断しにくいので、動画を導入したい。 

（２）実際は、植物と害虫のペアで薬剤が決まるので、その機能を実現したい。  

キーワード 植物、育成支援、初心者向け、薬剤、害虫 

種 類 システム開発 手 法 データ検索 デ ー タ 源 Web サイト 

使用ハード              パソコン 使用ソフト Visual Studio 使 用 言 語 Visual Basic 

 

図１ システム概要図

 

図２ 害虫抽出結果画面 

図３ 害虫詳細画面  

hixyou h 表 

図４ 薬剤抽出結果画面  

 



  

 

 


